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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年８月期第２四半期の業績（平成28年９月１日～平成29年２月28日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年８月期第２四半期 3,228 △7.4 △35 － △35 － △57 － 

28年８月期第２四半期 3,487 △11.4 △188 － △187 － △69 － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年８月期第２四半期 △13.86 － 

28年８月期第２四半期 △16.22 － 

（注）１. 前第２四半期累計期間及び当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在

     株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。 

   ２. 当社は、平成28年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に 

     当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 
 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年８月期第２四半期 2,658 1,230 46.3 289.69 

28年８月期 3,058 1,226 40.1 300.35 
 
（参考）自己資本 29年８月期第２四半期 1,230 百万円   28年８月期 1,226 百万円 

 （注）当社は、平成28年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に 

    当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。 

 
 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

29年８月期 － 0.00      

29年８月期（予想）     － 0.00 0.00 

 （注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

    当社は、平成28年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。平成28年８月期につい 

    ては当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。 

 

 



３．平成29年８月期の業績予想（平成28年９月１日～平成29年８月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 7,095 0.2 102 － 95 － 55 － 13.22 

 （注）１. 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

    ２. 当社は、平成28年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。業績予想の「１株当 

      たり当期純利益」につきましては、当該株式分割後の発行済株式数（自己株式数を除く）により算定して 

      おります。 

 

 

※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年８月期２Ｑ 4,471,000 株 28年８月期 4,261,000 株 

②  期末自己株式数 29年８月期２Ｑ 222,768 株 28年８月期 175,868 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年８月期２Ｑ 4,136,420 株 28年８月期２Ｑ 4,258,218 株 

（注）当社は、平成28年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に 

   当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  （将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

   当第２四半期累計期間（平成28年９月１日から平成29年２月28日まで）におけるわが国経済は、緩やかな回復

  基調が継続しているものの、米国大統領の政策を起因とする金融市場の不安定さ、中国をはじめとしたアジア新興

  国の経済減速や英国のＥＵ離脱問題など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

   当社が属するカジュアルファッション業界におきましても、物価上昇懸念や実質賃金の低下などにより個人消

  費者の節約意識は依然として根強く継続しており、厳しい経営環境が続いております。

   このような状況の下、当社は平成28年４月から再生プロジェクト（販売オペレーション再構築）を実施してお

  り、その効果（在庫圧縮及び粗利率改善等）が見え始めております。また、前期以前より実施している店舗リス

  トラクチャリングに基づく不採算店舗の退店効果が本格的に寄与し、店舗経費が圧縮されました。

   以上の結果、売上高につきましては、インターネット販売事業の売上高構成比率は58％超となり、上場アパレ

  ル企業として主たる事業に転換成功させ牽引した一方、店舗販売事業において、前期以前に退店したことによる

  減少の結果、3,228百万円（前年同四半期比7.4％減）となりました。営業損失につきましては、上述のとおり、

  粗利率改善及び店舗経費圧縮等により35百万円（前年同四半期は営業損失188百万円）となり、経常損失につき

  ましても、35百万円（前年同四半期は経常損失187百万円）となりました。四半期純損失につきましては、不採算

  店舗の収益性低下に伴う減損損失17百万円を特別損失へ計上した結果、57百万円（前年同四半期は四半期純損失

  69百万円）となりました。前年同四半期から利益面につきましては、赤字が大幅に改善されました。

   第２四半期（累計）業績予想の結果につきましては、売上高は、主に店舗販売事業において不採算店舗の退店

  と天候不順等の影響により、予想を下回る結果となりましたが、利益面は、粗利率改善及び店舗経費圧縮等によ

  り、予想を上回る結果となりました。全体の進捗としましては、想定内で推移しております。

   今後につきましては、当社商品の需要が活況となる春夏に向け利益をとる方針で進めるとともに、再生プロジ

  ェクトを更に加速させながら、事業効率の高いインターネット販売事業の売上高構成比率を高め、通期業績予想

  の達成を目指してまいります。

 

   なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

  （インターネット販売事業）

   インターネット販売事業につきましては、自社サイト及び他社サイト「ZOZOTOWN」、「SHOPLIST.com by

  CROOZ」が順調に推移した結果、売上高及びセグメント利益が増加しております。

   以上により、売上高は1,893百万円（前年同四半期比12.3％増）、セグメント利益は213百万円（前年同四半期

  比80.5％増）となりました。

 

  （店舗販売事業）

   店舗販売事業につきましては、前事業年度末より退店６店舗を行った結果、第２四半期会計期間末における

  店舗数は46店舗になりました。退店により売上高が減少しましたが、利益面に関しましては、粗利率改善及び

  経費圧縮効果により改善されました。

   以上により、売上高は1,196百万円（前年同四半期比25.5％減）、セグメント損失は134百万円（前年同四半期

  はセグメント損失191百万円）となりました。

 

  （卸売販売事業）

   卸売販売事業につきましては、既存の取引先に対する販売減少に伴い、売上高が減少しております。

   以上により、売上高114百万円（前年同期比32.6％減）、セグメント損失は１百万円（前年同四半期はセグメン

  ト利益２百万円）となりました。
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 （２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

（流動資産） 

 当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は2,182百万円となり、前事業年度末に比べ354百万円減少いた

しました。これは主に、売掛金が166百万円、商品及び製品が143百万円それぞれ減少したことによるものです。

 

（固定資産）

 当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は476百万円となり、前事業年度末に比べ44百万円減少いたし

ました。これは主に、有形固定資産が20百万円、敷金及び保証金が25百万円それぞれ減少したことによるもので

す。

 

（流動負債）

 当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は946百万円となり、前事業年度末に比べ324百万円減少いたし

ました。これは主に、買掛金が43百万円、短期借入金が150百万円、資産除去債務が19百万円、その他が105百万円

それぞれ減少したことによるものです。

 

（固定負債）

 当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は481百万円となり、前事業年度末に比べ79百万円減少いたし

ました。これは主に、長期借入金が69百万円減少したことによるものです。

 

（純資産）

 当第２四半期会計期間末における純資産の残高は1,230百万円となり、前事業年度末に比べ３百万円増加いたし

ました。これは主に、四半期純損失計上に伴い利益剰余金が57百万円、自己株式の取得により19百万円それぞれ減

少した一方で、新株予約権の行使による株式の発行により資本金及び資本剰余金が40百万円それぞれ増加したこと

によるものです。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金という。」)は、前事業年度末に比べ60百万円減

少し、910百万円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次

のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

 当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は163百万円となりました。これは主に、税引前四

半期純損失53百万円、仕入債務の減少額43百万円、未払消費税の減少額50百万円による減少、売上債権の減少額

166百万円、たな卸資産の減少額143百万円による増加の結果であります。前年同四半期と比較して138百万円の収

入減となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

 当第２四半期累計期間において投資活動の結果支出した資金は34百万円となりました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出14百万円、有形固定資産の除却による支出33百万円、無形固定資産の取得による支出８百万円

による減少、敷金及び保証金の回収による収入25百万円による増加の結果であります。前年同四半期と比較して

374百万円の支出増となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー)

 当第２四半期累計期間において財務活動の結果支出した資金は189百万円となりました。これは主に、短期借入

金の減少額150百万円、長期借入金の返済による支出86百万円、自己株式の取得による支出19百万円による減少、

新株予約権の行使による株式の発行による収入80百万円による増加の結果であります。前年同四半期と比較して

136百万円の支出減となりました。

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、平成28年10月７日の「平成28年８月期 決算短信［日本基準］（非連結）」で公表い

たしました通期の業績予想に変更はありません。 
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２．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社は、前事業年度まで３期連続の営業損失、当期純損失となっており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせ

るような状況が存在しております。なお、当第２四半期累計期間におきましては、営業損失35百万円及び四半期純損

失57百万円となり、前年同四半期より赤字幅は縮小いたしました。

 資金面につきましては、運転資金の効率的な調達を行うため主要な取引銀行４行と当座貸越契約等を締結してお

り、十分な資金枠を確保していることから、支障はないと考えております。

 当第２四半期会計期間末における自己資本比率は46.3％となっており、自己資本残高は1,230百万円であるため、自

己資本が著しく脆弱で債務超過に陥りかねないような状況は存在しません。

 

 さらに、当社は、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況を早期に解消又は改善するため、

以下の対応策に取り組んでおります。

 

  ①店舗リストラクチャリングに基づく収益回復

   既存店舗について、厳密な採算管理に基づき、今後の収益改善が見込めない赤字店舗の退店を推進した結果、

  当第２四半期累計期間につきましては、６店舗退店いたしました。当施策の効果により、店舗経費が圧縮され

  ました。

   今後も引き続き、高収益な店舗展開を目指すため、各店舗における適正人員配置の見直しを図るとともに、

  店舗改装・ブランド融合による活性化・既存店舗の賃料圧縮等を検討し、店舗リストラクチャリングに基づく

  収益回復を達成いたします。

 

  ②粗利率の改善

   当社は、前事業年度において在庫圧縮を実施してまいりました。その結果、在庫量は前年同四半期比で減少し

  たため、当第２四半期累計期間は利益確保を重視した販売方法へと転換し、粗利率は52％超となり、前年同四半

  期49％超より改善しております。

   今後も引き続き、利益確保を重視した販売方法を維持するとともに、不採算な仕入を抑制し、より売れ筋の商

  品を集中して仕入れることにより、粗利率の改善を進めてまいります。

 

  ③事業効率の最適化

   当社は、収益性が最も高いインターネット販売事業に経営資源を集中させて、当該事業の拡大を推進しており

  ます。その結果、当第２四半期累計期間におけるインターネット販売事業の売上高構成比率は58％超となり、前

  年同四半期48％超より比率が増加しております。

   今後も引き続き、自社サイトの集客力向上を図るとともに、他社サイトへの積極的な新規出店を通じて、多角

  的なインターネット販売事業の展開を推進し、事業効率の最適化を実現いたします。

 

  ④経費削減

   当社は、固定費圧縮策として社内経費の削減に加えて、各取引先との契約見直しを通じて、費用負担の軽減を

  図っております。当第２四半期累計期間につきましては、前事業年度末以前に退店を実施した店舗にかかる人件

  費・経費が本格的に寄与した結果、店舗経費が圧縮されました。

   今後も引き続き、利益確保を最優先事項とした経費削減を推進していきます。

 

  したがって、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、財務諸表への注記は記載してお

 りません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年８月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,221,008 1,160,747 

売掛金 430,787 264,319 

商品及び製品 833,181 689,404 

仕掛品 726 833 

原材料及び貯蔵品 5,618 5,497 

その他 56,927 66,753 

貸倒引当金 △10,985 △5,066 

流動資産合計 2,537,264 2,182,489 

固定資産    

有形固定資産 150,734 130,025 

無形固定資産 35,624 36,143 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 314,794 289,649 

その他 26,590 35,674 

貸倒引当金 △6,825 △15,435 

投資その他の資産合計 334,558 309,888 

固定資産合計 520,917 476,057 

資産合計 3,058,182 2,658,547 

負債の部    

流動負債    

買掛金 189,835 146,056 

短期借入金 600,000 450,000 

未払法人税等 18,209 13,010 

賞与引当金 29,750 29,750 

返品調整引当金 300 200 

資産除去債務 25,605 6,282 

その他 407,092 301,282 

流動負債合計 1,270,792 946,581 

固定負債    

長期借入金 256,768 186,784 

退職給付引当金 183,628 185,679 

資産除去債務 106,265 100,500 

その他 13,759 8,350 

固定負債合計 560,421 481,315 

負債合計 1,831,214 1,427,896 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年８月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年２月28日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 297,630 337,845 

資本剰余金 602,114 642,329 

利益剰余金 373,058 315,733 

自己株式 △46,113 △65,872 

株主資本合計 1,226,689 1,230,036 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 277 614 

評価・換算差額等合計 277 614 

純資産合計 1,226,967 1,230,650 

負債純資産合計 3,058,182 2,658,547 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年９月１日 

 至 平成28年２月29日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年９月１日 
 至 平成29年２月28日) 

売上高 3,487,560 3,228,709 

売上原価 1,746,854 1,526,861 

売上総利益 1,740,705 1,701,848 

返品調整引当金戻入額 500 300 

返品調整引当金繰入額 400 200 

差引売上総利益 1,740,805 1,701,948 

給料及び手当 515,984 435,841 

賞与引当金繰入額 29,750 29,750 

退職給付引当金繰入額 13,188 13,031 

業務委託費 314,818 348,346 

地代家賃 412,456 335,401 

貸倒引当金繰入額 － 2,691 

その他 643,243 572,767 

販売費及び一般管理費 1,929,440 1,737,828 

営業損失（△） △188,635 △35,879 

営業外収益    

受取利息 67 45 

受取配当金 26 29 

通貨オプション評価益 － 4,896 

為替差益 9,826 － 

その他 3,736 2,485 

営業外収益合計 13,658 7,457 

営業外費用    

支払利息 6,428 4,185 

社債利息 84 － 

通貨オプション評価損 5,868 － 

為替差損 － 1,583 

その他 416 1,435 

営業外費用合計 12,797 7,205 

経常損失（△） △187,774 △35,627 

特別利益    

固定資産売却益 137,959 － 

保険解約返戻金 38,221 － 

特別利益合計 176,180 － 

特別損失    

減損損失 72,704 17,530 

その他 17 － 

特別損失合計 72,721 17,530 

税引前四半期純損失（△） △84,315 △53,157 

法人税、住民税及び事業税 6,100 4,987 

法人税等調整額 △21,333 △820 

法人税等合計 △15,232 4,167 

四半期純損失（△） △69,082 △57,325 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成27年９月１日 

 至 平成28年２月29日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成28年９月１日 
 至 平成29年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    
税引前四半期純損失（△） △84,315 △53,157 
減価償却費 49,981 29,248 
減損損失 72,704 17,530 
長期前払費用償却額 3,303 2,037 
退職給付引当金の増減額（△は減少） 233 2,050 
貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,123 2,691 
返品調整引当金の増減額（△は減少） △100 △100 
受取利息及び受取配当金 △94 △75 
通貨オプション評価損益（△は益） 5,868 △4,896 
保険解約返戻金 △38,221 － 
固定資産売却損益（△は益） △137,959 － 
支払利息 6,428 4,185 
社債利息 84 － 
為替差損益（△は益） 448 △118 
売上債権の増減額（△は増加） 160,339 166,467 
たな卸資産の増減額（△は増加） 282,620 143,790 
前渡金の増減額（△は増加） △2,425 786 
仕入債務の増減額（△は減少） 38,140 △43,779 
未払金の増減額（△は減少） △17,991 △8,664 
未払費用の増減額（△は減少） △18,802 △13,247 
未払消費税等の増減額（△は減少） 9,820 △50,839 
預り金の増減額（△は減少） △9,186 △6,565 
その他 4,978 △8,548 

小計 323,730 178,796 

利息及び配当金の受取額 94 75 
利息の支払額 △6,471 △3,994 
解約違約金の支払額 △1,102 － 
法人税等の支払額 △14,067 △11,220 

営業活動によるキャッシュ・フロー 302,184 163,656 

投資活動によるキャッシュ・フロー    
定期預金の預入による支出 △250,000 － 
投資有価証券の取得による支出 △0 △0 
有形固定資産の取得による支出 △7,655 △14,738 
有形固定資産の除却による支出 △29,255 △33,631 
有形固定資産の売却による収入 541,523 － 
無形固定資産の取得による支出 △4,868 △8,081 
保険積立金の解約による収入 38,839 － 
敷金及び保証金の回収による収入 54,272 25,144 
長期前払費用の取得による支出 △2,553 △2,954 
その他 △7 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー 340,295 △34,261 

財務活動によるキャッシュ・フロー    
短期借入金の純増減額（△は減少） △150,000 △150,000 
長期借入金の返済による支出 △111,484 △86,484 
社債の償還による支出 △36,500 － 
新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 80,430 
ファイナンス・リース債務の返済による支出 △21,399 △13,963 
自己株式の取得による支出 △6,880 △19,758 

財務活動によるキャッシュ・フロー △326,263 △189,775 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △448 118 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 315,767 △60,261 

現金及び現金同等物の期首残高 588,235 971,008 

現金及び現金同等物の四半期末残高 904,002 910,747 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、当第２四半期累計期間において、新株予約権の行使による新株式発行210,000株により、資本金及び資本

剰余金がそれぞれ40百万円増加しております。

 この結果、当第２四半期会計期間末において資本金が337百万円、資本剰余金が642百万円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

     第１四半期会計期間より、報告セグメントの記載順番を見直しました。これに伴い、前第２四半期累計 

    期間についても、同様に記載の順番を変更しております。

 

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成27年９月１日 至 平成28年２月29日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              (単位：千円) 

  報告セグメント 
その他 
(注)１ 

調整額 
(注)２ 

四半期損益計

算書計上額

(注)３  
インターネッ

ト販売事業 
店舗販売事業 卸売販売事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,685,157 1,607,182 170,325 3,462,664 24,895 － 3,487,560 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 1,685,157 1,607,182 170,325 3,462,664 24,895 － 3,487,560 

セグメント利益又は損失 （△） 118,213 △191,026 2,087 △70,725 21,699 △139,609 △188,635 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、ライセンス事業を含んでお

ります。

    ２．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用139,609千円が含まれ

ております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門等における一般管理費でありま

す。

    ３．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と調整しております。

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 店舗販売事業において、営業活動から生じる損益が継続してマイナスの店舗で、今後も収益改善の可能

性が低いと判断した店舗について、帳簿価格を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特

別損失に計上いたしました。

 なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期累計期間において72,704千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成28年９月１日 至 平成29年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              (単位：千円) 

  報告セグメント 
その他 
(注)１ 

調整額 
(注)２ 

四半期損益計

算書計上額

(注)３  
インターネッ

ト販売事業 
店舗販売事業 卸売販売事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,893,129 1,196,919 114,879 3,204,928 23,781 － 3,228,709 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 1,893,129 1,196,919 114,879 3,204,928 23,781 － 3,228,709 

セグメント利益又は損失 （△） 213,335 △134,374 △1,883 77,077 20,326 △133,283 △35,879 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、ライセンス事業を含んでお

ります。

    ２．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用133,283千円が含まれ

ております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門等における一般管理費でありま

す。

    ３．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と調整しております。

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

 

     ３．報告セグメントの変更等に関する事項

       第１四半期会計期間より経営管理体制の変更に伴い、セグメント損益測定の一層の精緻化を図る

      ため、これまで各セグメントに配賦していなかった全社費用の一部についても各セグメントへ配賦する

      方法に変更しております。

       なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報は、変更後の利益又は損失の算定方法により作成しており

      ます。
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